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瀬
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ザ
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縮
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叫
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シ
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収
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叶
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械
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収
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し
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、
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収
築
@
ム
ロ
所
内
ゴ
ミ
は
‘
水
分
…
が
多
〈
な
か

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
合
い
ゥ
か
な
か
焼
却
で
き
ま
せ
ん
，
水
を
よ
く
き

っ
し
て
「
議
や
せ
な
い
ゴ
、
ご
と
し
て
っ
て
、
い
っ
た
ん
新
周
紙
に
包
ん
で
か

月
2
m
開
校
総
い
た

L
ま
す
。
紋
寝
阪
減
ら
紙
袋
h
h
入
れ
て
お
L
て
下
さ
い
。

も
変
り
ま
す
仰
ぐ
ず
を
お
す
前
に
@
品
川
取
‘
?
ソ
リ
、
ス
プ
レ
ム
喜

必
ず
収
集
日
開
制
淡
み
ぞ
み
て
ア
ち
い
a

な
ど
危
険
な
も
的
は
八
れ
な
い
で

γさ

寸
組
大
ゴ
ミ

L

も
問
問
時
吋
に
山
山
L
て
け
い
の
ヅ
ラ
ス
チ
ッ
ク
-
v
三
、
8
3
3
3
5
ル
は
燃
や

プ
H

う
で
す
3
(
し
金
書
家
具
・
火
裂
後
せ
令
い
ブ
主
的
収
琴
百
出
し
て
下
き
い
。

議
以
絡
の
ふ
八
笠
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
窃
寸
J
I
l
-
-
l
i
l
i
-
-
J

ま

へ

附

町

内

会

に

ま

…

ん

で

下

き

い

。

一

ゴ

ミ

を

一

ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ

ー

と

撃

し

長

銭

一

誠

震

化

し

よ

う

一

し
ま
す
J
P
I
l
l
1
;
;
j
j
i
l
l
-
l
i
i
i
j
し

摘

w
u
p
m
ん
め
家
庭
か
ら
山
山
る
ゴ
ミ
会
絞

ゴ
ミ
の
出
闘
し
方

情
蝋
ぺ
制
均
分
す
る
の
に
も
、
多
〈
m
u
焚
凶
出

@
ニ
れ
ま
で
の
倉
ル
ブ
i
ん
収
集
は
、
が
か
か
り
ま
す
。

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
じ
絞
り
求
ず
a

当

選

司

1
升
ピ
ン
e
r
i
d
w
ピ
y
-
コ

目
的
朝
8
持
部
分
ま
で
は
決
め
ら
れ
た
i
ラ
ピ
ン
は
泊
長
さ
ん
へ
。
潟
布
は
燃

鳩
品
川
に
出
し
て
下
さ
い
。
品
約
収
縁
者
へ
。
怒
沼
地
電
機
製
品
は
な

@
や
き
い
子
ム
ヤ
ピ
ン
'
ガ
ラ
ス
等
め
る
べ
く
政
衛
総
を
殺
と
て
引
き
取
り
を

怠
投
仙
怖
は
宅
ダ
ン
ボ
ー
ル
線
、
本
箱
、
決
相
闘
し
て
下
務
h
o

念
日
制
カ
ン
等
的
容
繰
に
入
れ
て
、
そ
の
わ
か
ら
な
け
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

的
捕
の
も
内
は
く
ず
れ
な
い
よ
う
に
怒
ら
ク
リ
ー
ン
と
ン
タ

ん
と
ま
と
め
て
お
し
て
下
さ
い
冒
惜
〈
出
関
)
0
6
6
4

トル今丹来返躍

進 J

統計でみ

議議長子

£二民乞

末
に
正
式
返
一
没
さ
れ
る
こ
と
に
会
り

ま
し
た
。

人
口
の
嶋
仰
に
伴
っ
て
、
公
然
聞
出

柏
崎
の
篠
山
開
に
畑
出
L
ん
む
い
る
市
平
苔
地

区
丹
市
町
に
と
っ
て
ち
来
箪
的
問
鳩
信

併
の
跡
地
を
、
公
典
、
公
滋
憾
の
綴

ん
だ
務
協
に
禁
し
よ
う
と
、
誌

を
め
は
糊
陥
端
、
公
附
閣
総
区
、
②
小
，
中

学
校
・
務
総
会
、
教
地
医
、
怨
福
一
社

地
芝
、
必
遜
数
州
地
阪
に
分
け
て
終
用
哨

農
業
基
本
調
査
争

1
m
)
へ
申
込
ん
で
下
怒
い
“
〈
山
山
崎
捕

時
間
何
回
分
以
内
)
官
(
胞
)
1
7
4
3

八
滋
災
w
v

α伊
丹
儲
mmま
で
小
穴
信
俊
(
寿
1
3
5
5
e

八
品
交
同
様
笈
m
V

宮
(
朋
)
0
2
8
窓

口

2
5
8
へ
申
込
ん
で

F
惑
い
。
作
品

w

v

日

時

日

u

n

3

留

か

ら

日

同

月

6

自

八

番

道

V

辻

、

4

つ

切

以

k

摺
〈
印
刷
}
3
7
8

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
・
選
字
・
か
な
伶
訪
問
(
自
滋
・
協
併
M
h
a
o

w
v
欄
刑
務
中
央
公
民
館
・
作
品
相
内
総
(
妓
狗
で
き
る
よ
う
義
務
ム
ハ
隠
滅
・
問
問
霧
M
V

〈
同
期
総
火
一
会
U
V
す
る
こ
ど
で
総
仙
紙
半
切
以
内
、
後
9
n
M
自
家
で
ロ
津
山
川
品
開
三
九
(
哨
m

v
g時
間
門
的
ω
什
羽
〈
M
U
}
午
消
防
時
時
制
は
事
切
る
以
内
へ
な
お
叩
河
内
5
8
ま
崎
4
4
9
1
材
〉
へ
申
込
ん
で
下
き
い
。

か

ら

午
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4
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務
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総
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光
春
〈
本
的
1
1
4
八
検
撫
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〈
務
総
然
ヘ
同
時
楽
・
邦
楽
)
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〉
盟
〈
叩
肘
)
8
2
2
5
9
悶
円
引
制
臨
ま
で
に
渡
辺
M
V
，
之
貼
附
〈
品
m

w
v
悶
時
叫
W
M
付
加
山
詩
(
日
)
午
前
問
時
八
浮
犠
・
制
伸
機

γ

吋
M
f
問
」
へ
巾
込
ん
で
下
さ
い
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官
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飽
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か
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体

郡

山

捌

人

で

内

浦

市

択

怒

れ

た

い

方

は
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汁

給

油
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v
場
所
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開
花
台
中
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体
狩
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開
9
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日
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湾
総
幾
代
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栄
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京
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総
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市
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民
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畏
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日
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医
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泌

総
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所
湖
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仲
体
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拍
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合
V
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制
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緩
心
身
絞
務
討
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、
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崎
緩
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探
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波
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鐙
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司
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蓄
す
る
方
。
ま
た
は
、
機
管
薬
品
数
設
、

か

ら

掛

か

童

相

制

裁

所

ま

た

は

島

泳

滋
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概
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潟
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概
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の
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総
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た
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〉

・
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葉
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伐
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潟
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同

地

葉

身

)

事

綾
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総
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葉

(

ま

3

子
明
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い
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篠
山
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控
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師
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た
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品
匂
等
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縁
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て
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務
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日

体
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絞

れ

品
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殺

を

綴
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臨

時
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市

、
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救

出

、

し
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化

次

は

託

が
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で

祭
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、

仁

絡

に
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め

葉

会
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鼠
風
刺
む

ム
ハ
抑
制
険
大
会
v
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融
政
2
仲
制
〈
閥
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合
し
)

叩
同
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間
震
設
で
い
い
ハ
が
キ
じ
件
鳩
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氏
名
と
大
会
(
同
月
刊
叫
悶
〉
口
泌
絞
め

夜
痛
を
深
入
問
う
え
、
鈴
害
事
二
劇

2
3
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時
J
U
〉
へ
申
込
ん
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こ
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と
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い
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捧
〈
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内
一
一
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頚
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仏
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落
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こ
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、
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潟
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葉
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と
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凶
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仇
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落
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収
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績
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菜
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は
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開
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取
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縫
え
る
よ
う
一
に

多
す
ぎ
る
と
、
流
た
く
抽
帽
の
上
の
ふ
ち
し
て
く
だ
さ
い
。

を
越
え
て
変
袋
、
決
た
く
機
内
内
部
に
骨
摩
書
場
薪

液
れ
ミ
み
、
滋
同
時
や
機
械
部
品
を
ぬ
ら
洗
た
〈
機
は
、
な
る
べ
く
か
わ
い

拘

す

こ

と

ιな
り
ま
す
@
こ
れ
は
‘
洗
た
た
2
♀
ろ
に
覆
い
て
使
う
よ
う
に
し

…

涼

し

い

使

い

方

く

機

内

奪

長

か

〈

す

る

だ

け

で

な

て

〈

だ

ま

会

ふ

ろ

警

警

の

は

問
機
淡
た
豆
崎
臓
は
焼
成
漁
り
く
、
滋
ろ
し
い
綴
絞
め
戦
附
闘
に
も
な
り
で
き
る
だ
け
や
め
た
い
も
の
で
す
。

坤

ど

う

も

や

品

情

叫

が

紛

い

、

よ

叫

い

れ

が

よ

ま

す

。

下

が

綴

っ

て

い

る

k
仙
慌
た
く
織
は
平

均
く
滋
ち
な
い
a

こ
ん
な
鳩
券
、
制
団
内
総
以
綴
ア
i
ス
の
取
り
付
け
方
〈
い
た
み
ま
ナ
し
‘
峨
緩
し
れ
九
場
合
、

時
上
の
品
開
た
く
物
を
押
し
こ
ん
で
機
械
に
後
た
〈
槻
協
は
認
掛
川
令
燥
し
や
す
い
水
後
筑
が
激
つ
や
?
い
め
で
可
後
擦
が

相
輯
蒋
を
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
を
一
縫
う
め
で
必
ず
ア
i
ス
を
取
り
付
け
火
き
く
な
り
ま
?
。

で
す
。
モ
ー
タ
に
よ
け
い
な
負
援
を
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
台
ア

か
け
る
と
、
モ
ー
タ
ー
が
焼
け
つ
い
た

i
ス
を
付
け
て
お
け
出
、
漏
電
し
て
も
〈
ら
し
の
中
丹
後
祭
器
開
刊
を
蕊
し

り
ベ
ル
ト
が
か
ら
図
り
し
た
り
し
ま
す
。
急
設
な
電
流
は
ア
!
ス
線
を
通
っ
て
地
〈
、
安
全
に
使
い
ま
し

F
1

撹
た
く
犠

一

、

一

ー

間

待

一

凶

け

時

四

戸

ル

サ

…

M
M

均一辺

一

。

一

玲

日

尚

一

目

印

E

お
一
話
お
一
号

一
ろ
日
一
一

E

m

叶
位
向
叶
松
一
抑

γ
i
l
i
i
L
Fト
い
ト
ヒ

F
E
E
h↑
じ
立

E広

明
治
付
制
年

4nの
吋
前
向
付
総
L

が
縮
問
叫
千
町
、
湖
北
村
、
布
絵
師
叫
で
あ
り
ま

日
付
さ
れ
る
M

柏
崎
削
に
は
、
市
内
に
も
多
〈
す
。
そ
の
フ
之
、
J

む
と
の
吋
掛
け
弘
は
そ

川
町
ぷ
ど
が
形
成
怒
れ
て
い
ま
し
た
。
的
後
六
学
と
し
て
時
慨
さ
れ
て
い
ま
す

6

と
め
吋
付
け
い
と
い
、
フ
め
は
、
淡
議
明
、
し
か
し
、
開
閉
相
判
円
引
年
心
紋
引
ぶ
し
た
ぷ
は

ち
ょ
く
品
付
さ
れ
る
1

大
学
総
々
い
と
い
隊
後
添
い
い
…
関
す
る
淡
路
開
ん
の
縁
日
け
に
と

う
大
学
名
が
、
普
は
そ
れ
務
体
で

HVK
も
な
っ
て
、
政
く
か
ら
側
刷
機
械
怖
い
お
総

つ
丹
行
政
機
総
含
有
し
て
お
り
、
今
日
が
、
町
名
変
良
に
よ
っ
て
哨
悶
え
て
い
く

の
行
政
反
間
関
と
比
較
し
て
も
か
な
り
小
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
火
獲
さ
が
し
い
後

箆
開
聞
で
、
大
学
と
か
公
字
位
め
単
位
を
り
で
す
。

「
付
け
」
と
呼
ん
で
い
た
よ
う
で
す
e

「
字
」
こ
こ
で
‘
か
つ
て
十
市
内
に
存
在
し
た

に
は
、
大
事
と
小
字
に
分
か
れ
て
い
て
、
町
村
名
を
資
料
行
に
よ
っ
て
列
挙
L
ま
す

統
制
制
上
約
一
関
係
は
、
い
〈
つ
か
の
小
字
と
、
富
勢
日
刊
に
は
出
鳩
町
七
お
絡
・
久
寺

を
併
せ
て
U
と
つ
め
大
学
ム
恥
い
な
し
、
さ

の
変
議

ー

1

我
孫
子
市
の
場
合
i
j
i

務
古
の
よ
う
な
区
別
に
よ
っ
て
在
来
の
人
や
待
合
が
行
わ
札
、
2
年
に
は
「
碍

名
を
分
都
命
名
し
た
も
の
で
す
。
前
県
L

に
編
入
.
円
四
4
年
に
「
啓
飾
県
」

き
ら
に
綴
史
的
に
み
ま
す
と
、
「
村
弘
の
廃
止
に
と
も
な
い
「
印
指
標
L

に、

め
部
品
生
は
約
4
0
0笠
間
の
霊
室
秀
吉
さ
ら
に
問
問
6
年
に
は
寸
千
葉
添
い
に
例
閉

め
ぷ
日
間
検
地
い
や
徳
川
家
康
的
「
叉
人
冬
札
て
い
ま
す
。
ま
れ
に
邸
機
係
で
は
、

ぷ
般
的
い
あ
た
り
ま
で
M
C

か
の
ぼ
る
こ
酬
抑
制
州
総
行
に
よ
り
M

向
日
年
に
は
寸
断
制

と
が
で
懇
迭
す
俗
こ
れ
ら
的
検
織
に
よ
ぬ
州
制
い
に
‘
川
内
総
加
や
じ
は
「
液
綴
飾
州
附

A

勺
て
治
時
的
対
検
行
会
に
お
け
る
土
鴻
に
州
側
人
怒
札
ま
し
た
。
…

制
明
治
一
が
館
時
点
し
、
中
免
税
す
る
単
佼
と

L

主
に
、

2
間
関
況
の
ふ
M

併
が
災
仙
川
怒
れ
一

て
の
…
μ
刊L

が
成
就
し
、
以
前
町
段
低
た
の
は
、
級
品
刊
に
入
ハ
ツ
幼
年
比
附
筋
勢
一

制
的
止
吋
代
に
存
夜
し
た
吋
皮
」
や
勺
努
}
詩
的
一
部
を
縦
一
へ
笠
年
4
月

ιは
「
一

な
ど
は
廃
止
さ
れ
、
「
村
L

を
行
設
単
野
村
合
併
問
院
滋
法
し
に
基
づ
い
て
、
旧

泣
と
し
て
そ
こ
に
年
貢
を
認
し
た
わ
け
叫
湖
北
村
と
志
位
町
を
合
併
し
て
我
孫
子

で

す

@

前

向

と

会

り

、

話

年

の

市

制

格

付

を

総

て

ニ
3
し
て

1
M
n
い
が
蕊
依
し
た
わ
け
混
在
的
筏
孫
子
市
に
烹
っ
た
わ
け
で
す
。

で
す
が
、
以
問
時
代
的
「
村
」
は
、
相
批

島
び
こ
を
探
る
織

っ終日し以
後
、
明
協
に
入
っ
て
終

年
内

f
附
村
釧
」
内
総
行
と
然
草
次
然

界
火
戦
後
円
宮
間
聞
に
わ
た
る
大
波
捕
間
企

合
併
を
経
で
新
し
い
付
刊
が
議
成
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
が
合
併
絞
め
室
日
常
一
持
、
山
科

263 

緩
ん
村
ん
榔
悶
奴
に
吋
ル
ペ
ィ

1
々
ィ
ー
キ
ス
ズ
メ
よ
今
決
し
火
き
く
、
印
刷
で

{
Iい
と
‘
処
刑
〈
内
溺
附
吋
与
が
は
じ
ま
っ
か
ち
て
タ
カ
め
よ
う
な
岬
明
、
絞

る
と
創
刊
械
な
秋
が
紛
れ
て
懇
ま
す
。
い
織
を
ふ
下
に
よ
く
動
か
し
ま
す
。

我
謙
予
の
野
鳥
舎
と
け
M
M

…

カ
エ
ル
や
悶
比
政

等
を
刺
し
て
お

〈
寄
留
が
あ
り

ま
す
。又

、
他
内
鳥

的
鳴
戸
b
h箕
似

る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

緩
い
間
隙
鵠
し
ん
明
、
き
た
み
ぞ
後

綴
し
て
い
く
た
め
に
、
総
綿
子
治
州
民
併

後
セ
シ
タ
ー
に
お
い
て
糊
州
統

W
対
が
汲

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
成
多
長

い
に
制
明
倫
げ
し
た
い
と
燃
い
ま
す
命

〈
中
山
山
武
田
閉
さ
ん
塗
)



議

臨プ調ぬラスチッヲ

OH魯
軍事重量.jI辻井事・

藍tl告i謹主箆など先延

経 i之内っとって

メーカーがE主主的に綴滋し淡

しても、ます⑤主筆然主主総事番修治省芸品

毒患されメーカー名がわかるよ

になゥていますa 〈翁ヱ線〉

綴って下容い 織ります

ホ洗濯機 事応接a点セット *書1若草務長一式 ('J"'"生F割，.

事大人用自転嫁 *子供JlH当事選 カーベット *大盤石i車ストーブ

車 (16-18インチ*狭量車産主 殺りたいも丹、殺ってほしいも

幾書量 *ギ幸一 *主義父タイプ めがあ今ましたら罪車工務へ議絡し

ライ合ー *望書E霊殿塁悪式評

告をさんが日常町長治において、

金銭円貨f昔、地代や家質的自宜上11'、

土地家康的明波、隣地との境界線

で気まずい恩いをしている φ 主主i調

理詳故!こあ勺たが損害の際村賞金して

くれさとい. . .こうした翻怒で絡

んてeいる1sはいらっしゃらないで

しょうかe

いろいろな争いやま葺求誌、お浅

いの言書し会いによって、おだやか

に解決?きればこ札にこしたこと

iまありません。

震建{事辻、書記1'J宮と務停喜岳民が議

運事務次方的事情や言い分をよ〈聞

いて双方的立競によって利容を悩

殺し、崩事者が納得ず〈で問機に

解決するものですc

て下さい。ま茸 (82)115H有線233

これによると手続きが熊単で筆者

F討も安〈手軽に字〈処理され、し

かも、いやな後あヒが残らず人情

球のある解決が得られるわけです。

申立書撃用紙は当裁判所に用主主し

てゐります何で、務停の申立をな

;;れたい1S1念、いつでも裁総務へ

おおかけ下さい。(千議地方議主将

所綾子議文毒事・総戸重要易裁絡所}

l出入務査に i 
ご協力を

ヲモヨ£会土地E王程圏直量産事業向換Jl!!
主義分I:{選る準備{剥蚤)のため土

織的::il.ち人号金行ないます巴ご協

力をお置買いいたします。

惨担問問 昭和52年 9月15日一昭和

53年 3月前日

静除寺院曜 午節目時~午後4時

l>器E無常 事耳孫子iIi;k'f柴崎丹内字

16受|冒繍相路町市民相組問-li'.OO13.00-16.悌

17え 1...密書黄邸時特械鰍審議時給M

18品 1"関 車 麓 町 内功特例制欄ね64
r6¥1 出袴2監~:タト内 "J.) 説出 1-18-5

1991吋同酔山線附-15.009月1:ジフテリア 醐鳳予防欄叩酬14曲~向。。
|wっつり在体館目 下車軽水青年開札Oト15ω

2((>> ...1哨欄同市醐ゆ帥~践的
|即ジフテリア・破時富良予倒産議 w 榊£榊湖特1¥.∞

火 1'"図書提出自 E 中央企民館関苦手議12.朝-16.30

2li J町ジフテリア嚇怒予酪緩和紙袋ゆ燃焼
i 民会ト1弘 前

...v Ioy量j.灸祭料治曹E つっと草芸能倒~路，斡

22氷

:fiizニ鰯制緩療内ぷ叶トdl

号四行臨調控・人権揖匝相揖m 布俊女時開曲~持.00

V 
~I 

2語 1=心艶ごと椙盟吋惜別個~日朝

'l.JI月 1= 益弘吉傷廃刊擢揖叫川会緊急斡 A 

wジフテザア・霊主題塁塁手主主緩重量制第4/J、学君主14.掲-15.時 三
樹君霊欝提草場詰-，争尭岳災銭E塁審車12.斡-16.30 民
岬つつむ繋徐銭8 !t. 

28氷i叫フチ作磁鯛亭動機種a 商工繍14制-15.00扇

3((>>金 1..ジフテリア醐馬予術師雌商工会総14部川路時

i{遂γ 事量販法売〉 取引
ルチ窃 の妓毒事j

令書霊童堅持交付と善幸喜ちの総書章者〉

繁華雪i丞、特定員援についての

言電約を絡よ言言に、連室長F草花畿の

撃証聖書を言己した番頭を、迷ま高級者宅

取引の契約を結んだときには、

契約的内容を示す害事簡を交付し

たければなりません。

者連約を結んだ後でも、契約内

若手を示した害額を受取った日告

合めて14日以内であれば、議粂

?キて.~理約を露草書主することができ

ますe

。消繁華雪警告後綴皇室お@

華経Fl童書2・4フ主要霊E 午古寺10待

~午後3待都市改遣事務所

ノト毒薬 368哲生地内宮'から 487番地内

15.命久保 227接地内 1から 259

書生地、 1了間 489番地内 Iから54

2事態織的 7、天王裏 664番地的 2

から 580勢織の 5、巻町内1211香

織的 1から 122守勢鴻町 1、浅野谷

352苦害総">2から 357番地的 3.

大学下ヶ同町内大久保42番j車時 1

から災害害総グ)39、主主総76章子治的 1

から制緩織の4、松山 115番絡の

1 から 164~審議の 2 、久保台 165

幾滅的 1から 192番織のふ大字

隊多量戸内内学l草1141番地内 Iから

1158事態滅的ふ火字書詩野山町内字

東小悪事 519翼手滅的 1から 529番地

内 3，区懸整理課)

(/Jミ若草J!l:毒殺綴農事会〉

静男 8 9丹25器{詰〉表露天決行

l>重軽食 中炎公民告書'F古寺7時50分

(殺事草子聖子鳥を守る会)

、一筋泌念総詰E

長号機一我孫子縁円

参事費議はかかる Z子主要大機的多選言主

霊童のため、ヲ芝j蕗税制が行なわれま

す a

炉繍高時 事章者火繍

砂規制五~il百i射す止

惨殺韓曜翼諸問 民話幸日52年 9月1913か

ら昭和52年 9丹羽目まで

韓併幾種選待問 午後10W寺から午吉守5

待まで

按このま菟絞め護学絡むついては‘子

事案3築家事専務ど1:*滋務発持機渓w続世

告471(64) 5145'炉、千葉祭給軍事察

署警官0411(67) 9181へお凋い合せ

下~ ~..，，， 

毒装j緩付埼~:I&*綴募集 昭和52lf-自主f長期枝容E検定が次的

とおり行なわれますの

日本検時吉公闘でi之、滋~t台にお 砂受検串E車聖書交付 市役所在薄工害事

いて君主綴付滋織を 1爾地分譲Lま 静袋検串量産後fす 10f!12註-21日

す。 手書義深j宣言長率金支註良時 〈千重軽察予書案洛

l>ii持者註滋 滋総会 2-4-¥1 4-3) 

争議主主最悪事轟 1505300号F号 事惨事電主主紋霊長時総重謀長去署警 11丹17日

静浴後 十J憲章54.6511I.家主量路舗 l>試章生 C診察主主叫第説草程52lf-llf!3事

11l1I 日-a握手053年 2月28荘@学事+叫線

接申込方法務高級事2年古詩21日夜 干宮53年 2月12日・ 19日.25日

在、筆記孫二子市1:1年以上寝住又は 惨事毒い合せ 市役所総こE線(惜82

在畿の1S1:M主品。公開所定的申込 -1151内線233) J<. 1ま除技h~検定協

惑で毒事滋1こより、 9月21日から 9 会(世0472-46-1201) 

月25日までの消印のあるもの

同 開f由滋州 7日午前ーか 二:お米は紫色い葉樹反

のあるおiおで
ら湖北台関i品管液凝著書鳥時

軒家E量公葬書 9月24陸-9丹25日 お米は食後管理竪記長に議事づいて絞

午鋳1日繁華~午後4持 続されている草署長主です。

量惨事込筆書碍重量害警 告丹21吾、 9月 このお持去を2史認でfきるめは、話芸

22宮、 9月24認め 3詰綴は議役所 知事から許可を受けている緩線量産

土木務遂事誕綴袋容持24詩、 9丹25 者だけです。

留は夜逃， 1書事 100向。 お未を‘お蓄電い*めに者'"時iエ

l>!Illぃ舎をま Bヱド倹諸島公矧主主総陸選 I立、黄色い翁椛内;;fe!でお災い主主

宅地開発本都議総事審理難鱗 1滋 め下さい。

世 03(263 )8521 市民線)

市民体育大会鹿球大会
〈鑓虫記の郷) (軟式の

l>陸時 10月9!l (日) 8待30分歩箆時 10丹羽田{祭}

l>渇員持 者調北台テニユスつ…ト l>議孫 手爽i吾、

韓併軍璽EI 母子Alヨクラス‘女子ク l>重量密 主土'lf-努子‘

ラス翠告を L (各クラスグプルス〉 綾女子、姦校女子

き砂参叙重警 1λ2奇岳災 吾参金書重量 1人 200Pl

b申込 9丹23詰までにハガキで静申込 10月58ま

我孫子市善寺 4-19波長事業義弘へ。我孫子市緑 2-3

(4) 

誘惑i聾関tこちなみ銃撃書覇軍演会を

潟縫いた Lます。

砂演題 子供と銃撃事?託先み閃かせ

の発兇J

静鱒鯨 児童鞍文学研究家(酉本子

供町本研究会理筆者捧)山本毒事予先生

易日時 g月26日午務犯容寺-12時

書参議員時 総工会館2費ホャサレ

砂定員 100名

事惨事よる ハポキ3えは、後重量で然強

子中央公民善幸惨事芽意義へ{住所ー害発

孫子市我喜革子新総34 惜〈詰2)38 

11 怒言語受付は火・求・ゑのみ}

砂鴎草壁期間 昭和52年10月 1Sか

ら昭和53年 7月31日

b募集人員約30名

歩作業内軍事 発撚{苧縁、ごま二道草微

量砂愛議 機18高是);.(J::的3尊女

券串込 教軍事著書主要会主主張語教湾総へ

電話で申し込んで'下寺いe

宮{畠2)11器1 P号線 2純

ストーブは対幾
安全義援付ですか

我孫子市火災予防条例的ilk.iEに

より昭和52年10月1Sから、自動

消火装置的ない石油ス卜…γは使

用できないことにま事務づけられ'"

Lた切お使いはなるI守口お気臨め清

治ストープを事室かめましょ

(ill主主題豊}

交通法裁ま書留金が次のとおり千?

をわれます。運転容の方は、必ト?

受鶏して下さい。

砂 9 月 25日①午前10待-(湖~t命

中学校) ・②午後 1時-(孝君主義子

中央公民館安会対銭燦}

テレホンサーどス
電認をかけることによ札

市拘禁務等がわか ηます。

平語は lill!l閣内議軍事、日官接・

休日には、日曜 休日勤帯E誌

がわかります。 (24時間可総)
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